
中学校 数学科１（平成 23 年度）

第１学年 数学科 学習指導案

本時の主張

授業前
① 「比例とは何か」といった定義が定着していない。
② 事象の特徴を読みとって式に表すことが苦手である。

次のア，イ，ウの手立てを講じると

ア 変化の様子は似ているが「反比例になる事象」と「反比例にならない事象」を対比して提示
する。

イ x=0のときのyの値が0にならないことの理由を説明させる。
ウ 類推構造図を提示する。

次のような生徒の姿が具現できる。

授業後
①’対応表や図を根拠に反比例の特徴を説明することができる。
②’反比例の式表現による定義を自ら導くことができる。

１ 単元名 「比例と反比例」 題材 反比例

２ 単元の目標

○ 比例と比例でない事象とを対比して調べることを通して，関数関係の意味を説明できる。

（数量や図形についての知識・理解）

○ 具体的な事象の中から伴って変わる二つの数量を取り出し，対応表を用いて対応の仕方と変化

の仕方を調べ，変数ｘと変数ｙを用い数量の関係を式で表すことできる。 （数学的な技能）

○ 正比例になる事象と反比例になる事象を比べることを通して，それぞれの定義や式表現，表の

特徴やグラフの形状の共通点，相違点を説明できる。 （数学的な見方・考え方）

○ 比例，反比例を用いて，日常事象における問題を解決できる。（数学への関心・意欲・態度）

３ 単元の評価規準

数学への 数学的な 数学的な技能 数量や図形についての

関心・意欲・態度 見方や考え方 知識・理解

・比例・反比例を用い ・具体的な事象の中に ・比例・反比例の関係 ・関数関係とは何か説

て具体的な事象を調 ある二つの数量の関 を表，式，グラフで 明している。

べ，調べた結果を仲 係から，反比例の関 表している。 ・比例・反比例の特徴

間に説明している。 係としてとらえられ の違いを説明してい

る二つの数量を見い る。

だしている。

４ 単元と指導の構想



(1) 単元の学習価値

小学校６年では，二つの数量の関係を「一方の数量が変わると，それに伴ってもう一方も変わ

る」という見方をしてきている。本単元は，これまでの「変わると変わる」という見方から二つ

の数量の関係を「一方が決まると，もう一方も一つに決まる」という一意対応の見方への変容を

促し，関数関係を定義することに価値がある。

新学習指導要領では，第１学年では，これまで第２学年で指導していた「関数」が新たに学習

内容として加わった。それに伴って「…比例，反比例の関係について理解を深めるとともに，関

数関係を見いだし，表現し考察する能力を培う（下線筆者）」にあるように，「見いだす」こと

が書き加えられ，強調された。

具体的な事象の中に関数関係を「見いだす」能力とは，以下の４段階の方略を踏んで，事象の

数理化を行う能力であると考える。

① 具体的に２変量の組を抽出する

② 抽出された２変量ごとに変域を確定し，一意対応を確認する。

③ y は x の関数であることを確認する。

④ 変数 x と変数 y を使って y=f(x)と式表現する。

この方略を用いて，様々な事象を数理的に表現することで，関数関係を考察する能力を培うこ

とにも価値がある。

(2) 生徒の実態

標準学力検査（NRT）に以下のような出題があった。

（１）二つの量が比例するのはどれですか。①～④から一つ選びなさい

① 縦が５㎝の長方形の横の長さと周りの長さ

② 縦が５㎝の長方形の横の長さと面積

③ 面積が10㎝２の三角形の底辺と高さ

④ 円の半径と面積

この問題の通過率が対象とする学級では全国の通過率に対して下回った。これには，次の要因

が考えられる。

◎ 事象を式に表すことに不十分さがある。

◎ 「比例とは何か」といった定義を理解していない。

◎ 式から比例かどうかを判定する経験が乏しい。

言い換えるならば，関数関係を見いだすことに不十分さがあるのである。

(3) 指導の構想

① 単元構想について

比例・反比例の学習にかかわる

小学校と中学校の内容を整理する

（図１）。小学校では学習指導要領

の改訂に伴い，反比例が新たに学

習内容に加わった。このことで，

中学校における比例・反比例の学

習は，改訂前と比べて，生徒のギ

ャップは小さくなったといえ よう。しかしながら，次の点で依然としてギャップはある。



① 小学校では，「～と～は比例する」というように二つの数量は対等な関係としてとらえて

きた。それが，中学校では，二つの数量の関係を「…は～に比例する」というように順序の

ある特別な対応関係としてとらえ直す必要があること。

② 小学校では現実場面から数量の関係を考察している。そのとき，定義域・値域ともに必ず

正の数の範囲であり，比例定数も正の数である。中学校では，現実には考えることが難しい

ものの理念的にはありうるものとして定義域・値域を正・負の数まで拡張して，比例定数が

正の場合だけではなく，負の場合までも分析すること。

小学校６年と中学校１年における「比例」の定義を見てみる。

＜小学校６年＞ ＜中学校１年＞

二つの数量があって，一方の値が２倍， 伴って変わる変数x，変数yがあり，その間

３倍，４倍，……になると，それに伴って の関係がy＝ax（aは定数）で表される

もう一方の値も２倍，３倍，４倍……にな ⇔ この時，yはxに比例する

る時

⇔ この時，二つの数量は比例する

このような理由から，小学校での倍比例型の定義を，中学校では，式表現による定義へと切り

替える必要がある。確かに，小学校でも，「y＝（決まった数）×x」というように式表現はなさ

れている。しかし，何のために変数x，yを使うのかに十分に注意は払われていない。このように，

単にx，yを与えて関係式を作らせただけでは，なぜ式表現によってあえて学び直すのかは分から

ない。

したがって，単元構成上，少なくとも以下の２点に配慮する必要がある。

○ x変数，y変数を用いた関係式を作ることの意義を，対等な二つの数量の関係と順序対とし

ての数量の関係とから具体的に実感させること

○ 現実場面では変域が正の数だけであり，現実場面にはあまり考えられないのだけれども，

あくまでも理念的な場合に限って変域を正の数・負の数まで拡張するということを学習者に

明示すること。

② 反比例について

中学校の比例・反比例の学習では，小学校の倍比例型の定義から，いかにして式表現による

定義へと切り替えるかが問題となる。

そこで，次の２点に配慮した。

① 対応表から反比例の性質を見いだす場面を設定する。

② 変数 x，y を用いた比例の関係式から類推して，反比例における変数 x，y を用いた関係式

を学習者が自ら導けるようにする。

②のために，以下のような類

推構造図を提示して，空欄を埋

めさせる。

反比例では，従来，教師が一

方的に教えてきた「定義」を，

正比例を基に生徒に導かせる。

このように，類推してから「書

く」「読む」という言語活動を

とおして，学力を定着させる。



５ 単元の指導計画（全12時間）

評 価

時 学習のねらい（○）と主な活動内容（・） 関 考 表 知 評価規準

○ 事象から二つの変量を抽出して，その特 ※伴って変わる二つの

徴を説明できる 数量の関係を複数挙

１ ・水そうに水を入れる場面を提示して， ○ ○ げる。

「変われば変わる」数量の関係を挙げる。 ※二つの数量の変化の

・変化の様子を対応表に書く。 仕方を対応表にまと

・対応表の特徴を挙げる。 めることができる。

○ 比例と比例でない二つの数量関係を比較 ※比例と比例でない二

することで，関数の意味を説明できる。 つの数量関係を比較

・郵便料金と重さの関係を，対応図や対応 して，共通点を述べ

２ 表を用いて整理する。 ○ ○ られる。

・比例と比例でない関係を対比して，共通 ※関数とは何か述べる

点をまとめる。 ことができる。

・「関数」とはどのような数かをまとめる。

○ 満杯の水そうから水を抜いていく場面か ※伴って変わる二つの

ら伴って変わる二つの数量を取り出し，特 数量の関係を表に表

徴を説明できる。 し，特徴を複数挙げ

３ ・二つの数量の関係を表で表し，数量の関 ○ られる。

係を式で表す。

・表した数量の関係がどのような変化をす

るのか答える。

○ 反比例の対応表を分析し，式に表すこと ※伴って変わる二つの

ができる。 数量を複数挙げ，仲

４ ・面積が一定の長方形と周が一定の長方形 ○ ○ ○ 間に伝える。

から伴って変わる二つの数量を取り出す。 ※抽出した２変量の関

本時 ・取りだした数量の関係を表にまとめ，特 係を式に表すことが

徴を記述する。 できる。

○ 正比例の対応表と反比例の対応表とを対比 ※比例と反比例の対応

５ し，共通点，相違点を述べることができる。 ○ 表の共通点，相違点

・ｘ＝０のときのｙの値を検討する。 を複数挙げる。

○ 比例定数が負の場合の反比例の対応表の ※比例定数が負の場合

６ 特徴を述べる。 ○ の変化の仕方を説明

できる。

○ x-y 座標平面上で y=ax のグラフの作成と， ※比例のグラフが比例

その形状の特徴を述べることができる。 定数が分数であって

７ ・式を与えてグラフを描く。 ○ ○ も描ける

・グラフを与えて，式を読みとる。 ※与えられたグラフか

ら式を読みとること

ができる。

○ x-y 座標平面上で y=a/x のグラフの作成と ※反比例のグラフが正

その形状の特徴を述べることができる。 しく描ける。

８ ・式を与えてグラフを描く。 ○ ○ ※比例と反比例のグラ

・グラフを与えて，式を読みとる。 フの共通点，相違点

・比例と反比例のグラフの共通点，相違点 を複数挙げることが

を述べる。 できる。



○ 比例・反比例を用いて，日常事象の問題 ※比例・反比例の考え

を解決できる。 を活用して問題を解

９ ・身の回りにある比例と反比例の場面を取 ○ ○ 決しようする。

り上げ，表，式，グラフを用いて調べる ※調べた結果を仲間と

（歯車・時間，道のり，速さ など） 伝えあうことができ

・過去の全国学力調査問題に取り組む る。

・厚さや枚数を推定する方法を検討する。

１０ ・歯車の問題を反比例の考え方を活用して

解決する。

○ 動点の問題を比例の考え方を活用して解 ※長方形の周上を点が

決することができる。 動くとき，関数関係

・動点の動く速さなどを変化させながら， ○ ○ となる二つの数量を

１１ 繰り返し問題に取り組む。 見いだすことができ

る。

※調べた結果を仲間と伝

え合うことができる。

１２ ・単元の確認問題に取り組む ○ ○

６ 本時の学習（全12時間 本時４時間目）

(1) 本時のねらい

○ 反比例では x=0 に対応する y の値が存在しないことの理由を説明できる。

○ 比例の定義から類推して，反比例の倍比例型の定義と式表現の定義を述べることができる。

(2) 本時の構想

本時の構想は以下のとおりである。

① ２変量を見いだす

② 変化の様子を対応表に表す。

③ 対応表から特徴を述べる。

④ x ＝ 0 に対応する y の値を検討する。

⑤ 正比例の定義から類推して，反比例の定義を記述する。

数学的活動ア「数や図形の性質を見いだす活動」は，上記の④と⑤が該当する。

言語活動の視点から見ると，④と⑤について，期待する生徒の姿は次の通りである。

④について……・図形の特徴と関連づけて，y の値が存在しないことを学習者が述べる

・縦と横を掛けると一定の値になることを根拠に説明する

⑤について……・正比例の定義の文を，反比例の定義に適応させて，自ら記述する

・反比例とよぶことの理由を述べる。

以上が本時の構想の核となる。



(3) 本時の展開と評価

学習内容・活動 主な教師の働きかけと児童・生徒の反応 指導上の留意点と評価（◇）

ア 事象から ア 図を提示して，次の発問・指示をする。

伴って変わる

２変量を見い

だす活動

・文型を提示する。

発問：二つの図について，文型に当てはま ｢ ｣が変わると,それに伴って,｢ ｣も

るような二つの数量を挙げなさい。 変わる｡

【生徒の反応】

＜①の場合＞

縦の長さ（㎝）が変わると，それに伴って，

横の長さ（㎝）も変わる。

＜②の場合＞

縦の長さ（㎝）が変わると，それに伴って，

横の長さ（㎝）も変わる。

イ ２変量の変 イ 次の発問をする。

わり方の特徴 ◇２変量の変わり方を対

を調べる活動 発問：①②について，それぞれの長さの変 応表にまとめることが

（２０） わり方を表にかきなさい。 できたか（技能）

指示：表を見て，気付いたこと・考えたこ ◇対応表の特徴を記述で

とをノートに書きなさい。 きたか（関心）

＜①＞

縦(㎝) 1 2 3 4 5

横(cm) 18 9 6 4.5 3.6

＜②＞

縦(㎝) 1 2 3 4 5

横(cm) 8 7 6 5 4

例えば，①については次のように記述する。

・一方の値が２倍，３倍になると，それに ・１８を縦の長さで割る

伴ってもう一方の値は 1/2 倍，1/3 倍になっ と横の長さになること

ている。 も確認する。

・１×１８，２×９のように掛けると常に ・具体的な図を扱ってい

１８になっている。 ることを説明する。

ウ 反比例の対 ウ 次の指示で活動を組み立てる。

応表を分析し 指示１：①②の対応表は縦の長さが１から始

て特徴を見い まっています。１より小さい場合は

だす活動 あるのですか。

指示２：次の表に数をあてはめて対応表を完

成させます。

指示３：①の表ができたら，ノートをもって

きなさい。 ・①②までの表を提示す



る。

・縦を x，横を y とする

ことを確認する。

・早く終わった生徒には

②も書くように促す。

【生徒の反応】 ・ほぼ全員が①の表を完

a．ｘ＝０のときにｙ＝０とする。 成させた時点で，a と b

b．ｘ＝０のときに空欄にしておく。 の意見についてそれぞ

＜ a の生徒は次のように答える＞ れ発表，または板書さ

・１８÷０は０だからｙ＝０となる。 せる。

＜ b の生徒は次のように答える＞ ・a の反応がなかった場

・長方形を考えているわけだから，０㎝とい 合は，授業者がｙ＝０

うのはありえない。だから考えなくてもい としてはなぜいけない

いので，空欄にする。【図形を根拠にした のですかと問う。

説明】 ・a の生徒も b の生徒の

・表の上と下を掛けると１８なのだから，縦 意見を聞いて，収束す

が０㎝のときに掛けて１８になるような値 ることになる。

はない。だからありえない。 ・隣同士で確認させる。

【表を根拠にした説明】 ・xy ＝１８になるとい

う発言を引き出して，

エ 正比例と対 エ 次の発問・指示・説明で組み立てる。 式表現に結びつける。

比して，反比 説明：①の表は一方の値が２倍，３倍になる

例の定義をま と，それに伴ってもう一方の値は 1/2

とめる活動 倍，1/3 倍になっているという特徴が

ありました。これと似ている特徴をも

つものに「比例」があります。

教師：図のようにして，特徴が似ている比例

と比較しながらまとめていきます。 ・ノートに貼れるような

プリントを用意してお

く。

指示１：括弧の中に言葉を入れなさい。

生徒：反比例 ・理由が書けたことを賞

発問１：なぜ反比例というのですか。理由を 賛する。

ノートに書きなさい。 ・用語を覚えるだけでは

（生徒の反応例） なく，意味を考えて覚

一方の値が２倍，３倍，４倍となったとき えると忘れないことを

に２倍，３倍，４倍となるのが比例なのだか 語る。

ら，その反対で 1/2 倍，1/3 倍,1/4 倍になって ◇比例の定義から類推し

いるので反比例とした。 て，式表現を記述でき

指示２：イを読みます。（ ）はかっこと読 たか（考え方）

みます。 ・イ が書けた生徒には

指示３：イにはかっこが二つあります。右側 ウを書くように指示す

の比例を参考にして，二つのかっこ る。



を埋めます。

生徒はウに以下の文章を記述する。

ウ

・ともなって変わる変数ｘ，変数ｙがあり， ・書けない生徒には個別

その間の関係が y=a/x（ａは定数）で表さ に支援する。

れる。⇔このときｙはｘに反比例する。

・早く終わった生徒に板

教師：今日は小学校の時にも学習した反比例 書させる。

を３つの段階に分けて，その特徴を明 ・遅い生徒には黒板を写

らかにしてきました。次回からグラフ すように促す。

（３０） や式の特徴を詳しく調べていきます。


